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令和 5

①教師がどのような姿を目指していくことが大切なのか明確に
なってきた。教師が子どもをみとり、教育効果が高まる環境を設
定することや、子どもに学びのハンドルをわたしていくことで、子
どもが主体的に学びに向かい追究していく姿が表れるように
なってきた。②学習過程として、子どもの学び方や自らの学びを
認識できるようにしていくための手立てが少しずつみえてきた。
③今後はふり返りを大切にしていくことで、自らの成長や学びを
とらえていけるにする。

B 授業改善

①重点研のテーマを「自分の成長を実感しながら主体的に学ぶ
子の育成」とし社会科・生活科を昨年度と同様に、子どもの主体
性を授業改善の主軸におきながら授業改善に取り組んでいく。
②研究授業を通して子どもの主体性を引き出す授業展開や子
ども自身で自ら学びを深め、成長を実感していける力を育てるた
めの指導方法について検討と検証をしていく。③子ども自身が
自らの学びや成長を実感するためにはどのような手立てが有効
なのか研究を進めていく。

授業改善

①重点研のテーマを「自ら問いを見つけ、本気で考えを深め、自
らの言葉で語る子どもの育成」とし、社会科・生活科を中心に、
子どもの考えを見取り、子どもの思考を大切にした授業展開を
通して、主体的・対話的で深い学びの実現を図る。②授業研究
を通して、子どもの主体性を引き出すための学習課程を検討し
検証する。③授業の振り返りを大切にし、子ども自身が学びを自
分ごととしてとらえ、学んだことを実感・共感しながら深めていくこ
とができるようにする。

①子どもたちが、学んだことを自分の言葉で語ったり、こ
れまでの生活経験をふまえながら学習している内容と結
び付けて語る姿がうまれた研究を通して、子どもの興味関
心を引き出し、問題や問題可決までの見通しがもてるよう
にすることが有効だとわかった。③子どもの振り返りを大
切にすることで、学びの自覚を促すことができた。

A 授業改善

①重点研のテーマを「自分の成長を実感しながら主体的に学ぶ
子の育成～学び方の工夫と教師のみとりの改善～」とし、社会
科・生活科を中心に、子どもの考えを見取り、子どもの思考を大
切にした授業展開を通して、主体的・対話的で深い学びの実現
を図る。②授業研究を通して、子どもの主体性を引き出すため
の学習課程を検討し検証する。③授業の振り返りを大切にし、
子ども自身が学びを自分ごととしてとらえ、学んだことを実感・共
感しながら深めていくことができるようにする。

たてわり活動においては、めあてを設定することで年間を
通して計画的に子どもたちの主体性や自己肯定感を育て
ることに寄与したといえる。あいさつについては、返事をす
ることはできるが、まだまだ自分からあいさつができると
はいえない。道徳教育に関しては、頭では分かっているが
行動が伴わないことがある。次年度は、子どもたちの道徳
的心情を育てる目的で体験的な学習を充実させていきた
い。

B 道徳教育

①子どもたちの道徳的心情、人権意識を高めるために、ふれあいや体
験活動を重視し、自他を大切にする思いやりの心情を育てる。②「特別
の教科道徳」では、各学級年に１度は授業を公開し、道徳教育の充実を
図る。③たてわり活動を充実させ、６年生をリーダーに小集団を基本とし
た活動を通して、主体性、思いやりの心を育てながら自己有用感を高め
る。④友達や地域とのつながりの大切を考え、自ら進んであいさつがで
きるよう、児童運営委員会を中心としたあいさつ強化月間を設定する。

道徳教育

①全教育活動の中でふれあいや体験活動を重視し、自他
を大切にする思いやりの心情を育てる。②「特別の教科
道徳」では、各学級年に１度は授業を公開し、道徳教育の
充実を図る。③たてわり活動を充実させ、６年生をリー
ダーに小集団を基本とした活動を通して、主体性、思いや
りの心を育てながら自己有用感を高める。④友達や地域
とのつながりを大切にし、自ら進んであいさつができるよう
にする。

①全教科において体験活動を重視することで、思いやり
の心情を育めるように支援することができた。②各学級、
年に１度は授業参観で「特別の教科 道徳」の授業を公開
し、保護者の方に道徳教育を知ってもらうことができた。
③たてわり活動を通して、異学年交流をすることができ、
相手を思いやる気持ちを育むことができた。④昨年度より
も進んであいさつをする子が増えた。

B 道徳教育

①全教育活動の中でふれあいや体験活動を重視し、自他を大
切にする思いやりの心情を育てる。②「特別の教科道徳」では、
各学級年に１度は授業を公開し、道徳教育の充実を図る。③た
てわり活動を充実させ、６年生をリーダーに小集団を基本とした
活動を通して、主体性、思いやりの心を育てながら自己有用感
を高める。④友達や地域とのつながりを大切にし、自ら進んであ
いさつができるようにする。

縄跳びタイムについては、年間を通して継続して取り組
み、児童の体力向上に寄与したといえる。運動委員会主
催の運動タイムも行い、全児童が身体を動かす機会を設
けることができた。本年度は、縄跳びと鬼ごっこの2種目
のみの活動となったため、さまざまな運動特性に触れるこ
とができなかった。次年度は、金曜日の運動タイムにさま
ざまな運動を実施することで健康教育を充実させたい。

B 健康教育

①体力テストの分析を通して、本校児童の課題を明確に
し、その課題をもとに、運動委員会・保健委員会を中心と
しての運動習慣を身に付けられる取り組みを設定してい
く。
②金曜日の中休みを運動タイムとして設定し、前年度か
らの縄跳びの取り組みを生かして、さまざまな運動に触れ
る機会を作り、児童の体力向上を目指していく。

健康教育

①市体力・運動能力調査、市学力・学習状況調査の
生活・学習意識調査を分析し、生活習慣の改善に向
けて、学校保健委員会等を通じて児童が課題解決を
図る機会を設定する。
②西富タイム（短縄や長縄）を計画的に実施し、楽し
みながら運動する習慣を身に付け、体力の向上を図
る。

①新体力テストの分析から、５０ｍ走に課題があると考
え、運動委員会でドロケイ遊びを企画した。児童は走る活
動の楽しさを実感することができた。
②毎週金曜日になわとびタイムを設けることで、どの児童
も外に出て活動をすることができるようにし、基礎的な体
力の向上につながった。今後もこのような取組を続けてい
くことが求められる。

B 健康教育

①体力テストを分析して、本校児童の課題を明確に
したうえで、運動委員会の活動や学校保健委員会等
を通して運動を習慣化すること目指す。
②縄跳びタイムを計画的に実施し、楽しみながら運
動する習慣を身に付け、体力の向上を図る。

①めあて➡活動➡振り返りの一連の流れは児童に定着してきているが、前後期と
いった長い期間での取り組みは、継続して取り組むことが難しい。行事などの短い期
間での取り組みはめあてに向かって取り組み、振り返り、次の活動につなげることが
できていた。②授業の中で互いの考えを伝え合い認め合ったり、係活動や委員会活
動などで自分の役割をやり遂げ、友達に認められる経験を積み重ねたりすることを
通して、自己肯定感を高めることができた。③授業を通して、自分にできることを見出
すことができ、進んで取り組み、次の課題を見付ける姿が見られた。

B
自分づくり教育
キャリア教育

①「自分づくりパスポート」を活用し、自分に合っためあてをもち、
めあてに向かって活動に取り組むようにする。振り返りを大切に
し、自分の成長やよさを実感できるようにする。②自分の役割を
明確にし、責任を果たしたり、頑張りや成長を仲間と認め合った
りする経験を重ね、自己有用感を高める。③体験活動などを通
して身近な課題や社会の課題に触れ、自分でできることを考え
るようにする。

自分づくり教育
キャリア教育

①「自分づくりパスポート」を活用し、自分に合っためあてをもち、
めあてに向かって活動に取り組むようにする。振り返りを大切に
し、自分の成長やよさを実感できるようにする。②自分の役割を
明確にし、責任を果たしたり、頑張りや成長を仲間と認め合った
りする経験を重ね、自己有用感を高める。③社会科や生活・総
合の時間などを通して身近な課題や社会の課題に触れ、自分
でできることを考えるようにする。

①自分でめあてを決め、決めためあてに向かってどのように取
り組むかを考え、活動後に振り返りをすることで、自分の成長や
がんばりを実感し、次の活動へつなげることができた。②係活動
や委員会活動などで自分の役割をやり遂げ、友達に認められる
経験を積み重ねることで、自己肯定感を高めることができた。③
授業の中で、身近な問題や社会の課題について考え、自分にで
きることを見出すことができた。

B
自分づくり教育
キャリア教育

①「自分づくりパスポート」を活用し、自分に合っためあてをもち、
めあてに向かって活動に取り組むようにする。振り返りを大切に
し、自分の成長やよさを実感できるようにする。②自分の役割を
明確にし、責任を果たしたり、頑張りや成長を仲間と認め合った
りする経験を重ね、自己有用感を高める。③社会科や生活・総
合の時間などを通して身近な課題や社会の課題に触れ、自分
でできることを考えるようにする。

いじめへの対応

①いじめ防止対策委員会を月に１回以上開催し、積極的にいじめを認
知するとともに、再発防止の検討を組織的に行う。②いじめについての
研修を行い、教職員のいじめに対するアンテナを高める。③定期的に児
童のいじめアンケートを行い、その結果を共有しながら少しの変化も見
逃さない体制づくりをする。④いじめの未然防止のために、子どもの社
会的スキル横浜プログラムを活用し、道徳教育、人権教育を推進してい
く。⑤学校だよりを使って、定期的に保護者にいじめへの対応について
発信する。

いじめへの対応

①いじめ防止対策委員会を月に１回以上開催し、積
極的にいじめを認知するとともに、再発防止、未然防
止の検討を組織的に行う。②いじめについての研修
を行い、教職員のいじめに対するアンテナを高める。
③定期的に児童のいじめアンケートを行い、その結
果を共有しながら少しの変化も見逃さない体制づくり
をする。

①いじめ防止対策委員会を月に１回以上開催し、積極的
にいじめを認知するとともに、再発防止、未然防止に努め
た。②いじめ防止基本方針をもとに毎月の委員会で確認
を行い、教職員のいじめに対するアンテナを高めた。③前
後期それぞれ中ごろに児童に対するいじめアンケートを
行うとともに、職員にも同様のアンケートを実施しその結
果を共有した。

B いじめへの対応

①いじめ防止対策委員会を月に１回以上開催し、積極的
にいじめを認知するとともに、再発防止、未然防止の検討
を組織的に行う。②いじめについての研修を行い、教職員
のいじめに対するアンテナを高める。③定期的に児童の
いじめアンケートを行い、その結果を共有しながら少しの
変化も見逃さない体制づくりをする。

児童アンケート結果をもとに児童への教育相談を行い、子どもた
ちの声に耳を傾けるよう努めた。事案に対しては、積極的な認
知と解消、組織的対応が一定の成果だと言える。いじめの未然
防止に関しては、職員会議を通して研修を行い教職員のいじめ
に対するアンテナを高めるよう努めた。しかし、事後対応という
感が否めない。未然防止の取組について組織的に行う必要が
ある。また、保護者のふり返りからいじめへの対策について周知
が足りないように感じたので、取組の発信に努めたい。

B

①メンターチームを組織し、研修計画を自分たちで作成し、主体
的に授業力の向上を図る。②高学年では教科分担を行い、授業
研究の時間を確保する。③業務の精選、効率化、情報の共有化
を図りながら、教職員の働き方改革を推進する。④週に１回教
務会を行い、学校リーダーとして学校全体を見通しながら積極
的に学校運営に参画していく場とする。

人材育成・
組織運営(働き

方)

①経験の浅い教職員でメンターチームを組織し、ミドルリーダー
の助言のもと、月１回の活動を継続して行う。②高学年では教科
分担を行いながらチーム学年経営体制を推進し、人材育成を行
う。③ミライムや電子申請システムの活用、外部委託などを行
い、業務の精選、効率化、情報の共有化を図りながら、教職員
の働き方改革を推進する。③週に１回教務会を行い、学校リー
ダーとして学校全体を見通しながら積極艇に学校運営に参画し
ていく場とする。

①学級経営、成績処理など基本的な業務について、ミド
ルリーダーの助言のもと、共通理解を図ることができた。
②チーム学年経営のもと教科分担を行うことで、教材研
究を深めることがたできた。③ワックスやプール清掃など
を外部委託にし、働き方改革につながった。④教務会を
週1回行うことで、情報を教務で共有し学年やブロックに
素早く情報を伝えることだできた。

B
人材育成・

組織運営(働き
方)

①経験の浅い教職員でメンターチームを組織し、年間計画を作
成し、見通しをもって研修を行う。②高学年では教科分担を行い
ながらチーム学年経営体制を推進し、人材育成を行う。③ミライ
ムや電子申請システムの活用、外部委託などを行い、業務の精
選、効率化、情報の共有化を図りながら、教職員の働き方改革
を推進する。④週に１回教務会を行い、学校リーダーとして学校
全体を見通しながら積極的に学校運営に参画していく場とする。

経験の浅い教職員が増える中で、チームとして課題に取り組んでいくと
いうことを目標に組織運営を行った。メンターチームでは、自分たちで授
業研究会を運営し、効果的な教授法の理解を深めることができた。チー
ム学年経営では、一つの教科の授業研究の時間を多くもつことができ効
果を上げた。週1回の教務会の話し合いを通して、教務部のメンバーが、
学校運営に参画するという意識をもち職務に当たることができた。今後
は、繁忙期と閑散期の差を平準化し、一人一人の働きやすさの向上を
目指していきたい。

B
人材育成・

組織運営(働き
方)

①地域学校協働本部を活用し、地域の人や材を生かした学習を
積極的に行う。②学校運営協議会を定期的に開催し、保護者・
地域と学校教育目標を共有するとともに、様々な教育課題につ
いて熟議し、学校教育に反映させていく。③授業参観や懇談
会、学校説明会、学校・学年だより、学校ホームページ等を通し
て保護者や地域に日々の教育活動等を具体的に発信し、学校
教育への理解を深める。懇談会に参加したいと思えるような取り
組みを行う。

地域学校協働活
動

①地域の人や材を生かした学習を行い、学びを広げたり、地域への愛
着を深めたりする。
②学校運営協議会を定期的に開催し、保護者・地域と学校教育目標を
共有するとともに、様々な教育課題について意見を交換し、学校教育に
反映させていく。
③授業参観や懇談会、学校説明会、学校・学年だより、学校ホームペー
ジ等を通して保護者や地域に日々の教育活動等を具体的に発信し、学
校教育への理解を深める。

①各学年地域の人や材を生かした学習を行い、学
びを広げ、地域への愛着を深めた。②学校運営協議
会を定期的に開催し、保護者・地域と学校教育目標
を共有するとともに、様々な教育課題について意見
を交換した。③学校における様々な機会を通して保
護者や地域に日々の教育活動等を具体的に発信し
た。

B
地域学校協働活

動

①地域の人や材を生かした学習を行い、学びを広げたり、地域
への愛着を深めたりする。②学校運営協議会を定期的に開催
し、保護者・地域と学校教育目標を共有するとともに、様々な教
育課題について意見を交換し、学校教育に反映させていく。③
授業参観や懇談会、学校説明会、学校・学年だより、学校ホー
ムページ等を通して保護者や地域に日々の教育活動等を具体
的に発信し、学校教育への理解を深める。

新たに音楽ボランティアを立ち上げたり、4年ぶりに読み聞かせ
ボランティアを行うことができた。地域学校協働本部が本格的に
始動させることができた。学校運営協議会を定期的に開催し、
保護者・地域と学校教育目標を共有するとともに、様々な教育
課題について意見を交換できた。学校ホームページをコンスタン
トに更新し、情報発信をすることができた。授業参観には多くの
保護者に来ていただけたが、懇談会では、来校者が少なかった
という反省があった。

B
地域学校協働活

動

①支援の必要な児童について個別の支援計画・指導計
画を作成する。②校内委員会を定期的に開催し、児童の
状況や支援方法について共通理解を図るとともに、教職
員全体で情報を共有する。③一般級にいる支援を必要と
している児童に対して特別支援教室「あおぞら教室」を設
け、一人ひとりのニーズに合わせた指導を行う。④「あお
ぞら教室」のよさについて、教職員と保護者にアピールし
ていく。

特別支援教育

①支援の必要な児童について個別の支援計画・指導計
画を作成する。②校内委員会を定期的に開催し、児童の
状況や支援方法について共通理解を図るとともに、教職
員全体で情報を共有する。③一般級にいる支援を必要と
している児童に対して特別支援教室「あおぞら教室」を設
け、一人ひとりのニーズに合わせた指導を行う。

①支援の必要な児童について個別の支援計画・指
導計画を作成して活用した。②主として職員会議を
通して児童の状況や支援方法について共通理解を
図るとともに、教職員全体で情報を共有した。③「あ
おぞら教室」では、担当、担任、保護者と共有しなが
ら一人ひとりのニーズに合わせた指導を行った。

B 特別支援教育

①支援の必要な児童について個別の支援計画・指導計
画を作成する。②校内委員会を定期的に開催し、児童の
状況や支援方法について共通理解を図るとともに、教職
員全体で情報を共有する。③一般級にいる支援を必要と
している児童に対して特別支援教室「あおぞら教室」を設
け、一人ひとりのニーズに合わせた指導を行う。

支援の必要な児童について、個別の支援計画・指導計画を作成
して定期的に見直しを行うべく年間計画を作成した。教職員への
情報共有に努め、共通理解を図った。「あおぞら教室」につい
て、統一の書式を用いて担当と担任、保護者と児童の学習状況
を共有することができた。担当者による評価を行い、担任に
フィードバックを行うことができた。面談等の機会を通して、支援
の必要な児童や保護者への働きかけを行ったが、「取り出され
感」からか支援につながらない家庭もあった。

B 特別支援教育

①「西富スタンダード」について、全教職員で内容の共通
理解を図りながら指導にあたる。②定期的に児童の情報
を全教職員で共有し、学校カウンセラーやSSW、関係諸
機関と連携して問題解決にあたる。③Y-Pアセスメントや
日常の児童観察から実態を把握し、「子どもの社会的ス
キル横浜プログラム」を活用し、受容的な学校・学級風土
をつくるとともに、プログラムを紹介していく。

児童生徒指導

①「西富スタンダード」について、全教職員で内容の共通
理解を図りながら指導にあたる。②定期的に児童の情報
を全教職員で共有し、学校カウンセラーやSSW、関係諸
機関と連携して問題解決にあたる。③Y-Pアセスメントや
日常の児童観察から実態を把握し、「子どもの社会的ス
キル横浜プログラム」を活用し、受容的な学校・学級風土
をつくる。

①「西富スタンダード」について、全教職員で内容の共通
理解を図った。②定期的に児童の情報を全教職員で共有
し、学校カウンセラーやSSW、関係諸機関と連携を図っ
た。③Y-Pアセスメントや日常の児童観察から実態を把握
し、「子どもの社会的スキル横浜プログラム」を活用し、受
容的な学校・学級風土をつくった。

B 児童生徒指導

①「西富スタンダード」について、全教職員で内容の共通
理解を図りながら指導にあたる。②定期的に児童の情報
を全教職員で共有し、学校カウンセラーやSSW、関係諸
機関と連携して問題解決にあたる。③Y-Pアセスメントや
日常の児童観察から実態を把握し、「子どもの社会的ス
キル横浜プログラム」を活用し、受容的な学校・学級風土
をつくる。

「西富スタンダード」について、共有されているはずだが温
度差があるのが実態である。学校カウンセラー、SSWにつ
いてはなかなか活用とまではいかず、新規申込があるも
のの継続には至らない。Y-Pについてはだんだんと浸透し
てきている。今後もプログラムを広げていきたい。

B 児童生徒指導

ブロック内
評価後の
気付き

　年度当初に、富岡中ブロックで、児童生徒に育てたい力を設定した。目標は、次の２つである。「TWO　YOU」①
優…「自己にも他社にも思いやりのある子」②勇…「未来を見据え、一歩踏み出し、表現できる子」　同じブロック
内で授業を参観し、児童生徒や学校の様子をお互いに相互評価を行った。校内の重点研授業を見てもらい、概ね
学校評価に照らして高い評価をいただいた。中学校と児童生徒交流をはじめ、コロナ禍で行われていなかった行
事も復活し、少しずつ交流が盛んに行われるようになってきた。次年度は、対面での協議会等を通して、より小中
ブロックの交流を活発にしていく必要がある。

ブロック内
評価後の
気付き

　富岡中ブロックでの目標は、次の２つである。「TWO　YOU」①優…「自己にも他社にも思いやりのある子」②勇
…「未来を見据え、一歩踏み出し、表現できる子」　同じブロック内で授業を参観し、児童生徒や学校の様子をお
互いに相互評価を行った。今年度は本校が授業を公開した。日頃より積み重ねてきた授業実践に対して、高い評
価をいただいた。対面での行事も復活し、以前と同じように交流することができるようになってきた。次年度も、ブ
ロックでの目標を意識し、中学校ブロック全体で、授業改善に取り組んでいきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

年長児との交流では、ペアを作って共通の体験をすることによ
り、有意義なものになるように努めた。また、幼保小職員同士で
お互いの施設の教室環境を見たり、「架け橋リーフレット」を活用
しながら子ども観を共有したりして、子ども理解を深めることがで
きたが、子どもの育ちと学びをつなぐために、幼児教育の環境
設定など学ぶべきことは多くあると考える。次年度は、園と小学
校の接続をより円滑にしていくために園の環境づくりを学び、生
かしていきたい。

B 幼保小連携

①幼・保の育ちと学びを生かし、スタートカリキュラムを行い、なめらかな
接続を図る。②園と小学校の接続がより円滑になるように、園での環境
設定を学ぶ機会を設定したり、幼保小職員同士で情報交換をはじめとし
た交流を促進したりして、連携を深める。③様々な機会を捉えて小学校
１年生と年長児の交流を推進する。④架け橋期（義務教育開始前後の5
歳児から小学校1年生の2年間）にふさわしい主体的・対話的で深い学
びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮し、学びや生活の基盤を育
む。

幼保小連携

①幼・保の育ちと学びを生かし、スタートカリキュラム
を行い、なめらかな接続を図る。②幼保小職員同士
で情報交換、授業参観、施設見学を行うなど交流を
促進し、連携を深める。③様々な機会を捉えて小学
校１年生と年長児の交流を推進する。

①入学前までに培ってきた力を小学校生活でも発揮でき
るように、「園ではどうしていたの？」というキーワードを使
いながら、子どもの育ちと学びをつなぐことができるように
務めた。②幼保小の職員が一緒に研修をしたり、見学や
情報交換をしたりすることにより、園や小学校のことをより
理解したり、交流を促進したりすることができた。③１年生
と年長児との交流では、共通の体験をする機会を設ける
ことができた。

B 幼保小連携

①幼・保の育ちと学びを生かし、スタートカリキュラム
を行い、なめらかな接続を図る。②幼保小職員同士
で情報交換、授業参観、施設見学を行うなど交流を
促進し、連携を深める。③様々な機会を捉えて小学
校１年生と年長児の交流を推進する。

中期取組
目標

振り返り

・授業改善については、丁寧な教材研究や、授業研究に真摯に取り組み、どの教室でもしっかりと落ち着いた授
業が展開されている。特に生活科、社会科の学習において「自ら問いを見つけ、本気で考えを深め、自らの言葉
で語る子どもの育成」を研究主題として研究に取り組み授業研究を通した成果を上げることができた。
・児童支援については、児童支援専任を中心に組織的な対応を充実させ、担任だけではなく学年や関係職員で組
織的な対応にあたることを旨としてきた。事案が生じたときにも迅速に対応し、保護者と連携しながら適切に取り
組むことができた。

中期取組
目標

振り返り

・授業改善については、特に生活科、社会科の学習において「自ら問いを見つけ、本気で考えを深め、自らの言葉
で語る子どもの育成」を研究主題として研究に取り組み授業研究を通した成果を上げることができた。それが他の
教科にも生かされ、丁寧な教材研究や問題解決的な学習形態が実践されるようになってきた。
・児童支援については、児童支援専任を中心に組織的な対応を充実させ、担任だけではなく学年や関係職員で組
織的な対応にあたることを継続して行った。事案が生じたときにも迅速に対応し、保護者と連携しながら適切に取
り組むことができた。

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

・挨拶について・・学校外では、保護者が範を示す意識をもつよう啓蒙したり、地域・保護者も挨拶の大切さを子ど
もたちに知らせる意味でも、返事が無くても挨拶を続けるようにしてもらいたい。町の中で挨拶してくれる子どもが
増えたように思えるが、知らない大人に対しての挨拶は、難しい社会になっているので定着は難しいかもしれな
い。
・確かな学力について・・学力を伸ばすには、基礎となる読書をすることが大切である。朝読書だけでなく、本を読
む習慣をつけるようにし、豊かな読書により、知識・考える力をつけていってもらいたい。

学校関係者
評価

・挨拶について・・・学校でも地域でも挨拶を推進していきたい。子どもの挨拶の少なさは、社会的な状況や大人の態度でもあるので、挨拶
の大切さを考え、それを伝えていきたい。
・キャリア教育、自分づくりパスポートについて・・・行事の振り返りでは、一定の成果が見られる。前期・後期の振り返りは、間隔が6か月と
長いので、意識して生活するのは難しい。定期的に、前期・後期の初めに立てた目当てを思い出せるような手立てが必要。職業教育という
よりも、小学校段階では「生き方」について考えられる機会を多くもってほしい。
・不登校、いじめの対応について・・・いじめへの対応の項目では、児童の評価が高いのに比べて、保護者の評価が低い。保護者への情報
発信を積極的にする必要がある。

学校関係者
評価


